
か ら の 手紙
T

H
E
 J

APAN EXCHANGE AND TEACHING PROGRAMME
JETからの手紙

はじめに
私は、JET プログラムに参加するため、５年前にイギ
リスから来日し、現在は福岡県立香住丘高等学校の外国
語指導助手（ALT）として働いています。日本に来る前
は音楽を２年間教えていましたが、JET プログラムに参
加した友人から JETプログラムのことを教えてもらいま
した。大学時代から日本に興味があり、日本で働きたい
と強く思っていました。そこで JETプログラムに参加し
て自分も新しいことに挑戦したいと考え、このプログラ
ムに応募しました。今まで JETプログラムを通して、多
くの良い経験をして楽しい４年間を過ごしてきました。
来日してからは、さらに日本に興味を持ち、日本語の勉
強に取り組んでいます。

生活について
現在、福岡県の粕屋郡で暮らしています。福岡県に勤

めている JETプログラム参加者の多くは教職員住宅に住
んでいます。職員住宅には20人以上のALTが住んでい
るので、お互いに助け合って生活ができるためとても良
い環境です。何かあった時は近くに住んでいるALT の
仲間、または学校の同僚が助けてくれるため、一人で外
国に住んでいても安心して生活をすることができます。
このようなサポートのおかげもあり、福岡は住みやすい
と思います。自宅から福岡市までは電車で 15分程で着
くため、とても便利な地域です。気軽に豊かな自然があ
る場所やにぎやかな都会に行って過ごすことができます。

学校の紹介
香住丘高校には、普通科（一般）、普通科（数理コミュ

ニケーションコース）および英語科の３つの科があり
ます。　
私は、２学年の普通科（一般、数理コミュニケーショ
ンコース）の英語表現の授業を担当しています。授業の
内容は教科書の話題に関する英会話および英語でのプレ
ゼンテーションスキルの向上に関する２つです。数理コ
ミュニケーションコースの授業の目標は、生徒の研究を
英語で発表するための英語力をつけることです。
また、英語科の１〜３学年の生徒もサポートしてい
ます。

英語科について
英語科の授業数は、普通科と比べ２倍あります。一般
的に、英語科は留学経験がある生徒や帰国子女の生徒が
多いイメージですが、実際はそうではありません。入学
時の生徒の英語力は基本的に英検準２級レベルです。３
年生になると準１級または１級を取得する生徒もいます。
このように３年間にわたり生徒は確実に英語力をつけて
いきます。

４年間をふり返って
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英語科専門科目（英語表現）の少人数スピーキングクラスで



か ら の 手紙

T
H

E
 J

APAN EXCHANGE AND TEACHING PROGRAMME
JETからの手紙

英語科の授業
英語科の授業内容は普通科のものとは違います。時事
英語の授業では、最近のニュースや国際的な話題につい
て英語で詳しく説明しています。たとえば、米中の貿易
問題、シリアの難民などさまざまな話題に基づいてディ
スカッションをしています。ある授業ではアメリカの大
統領選挙についてグループで話し合い、日本の選挙と比
べました。授業の最後に生徒がディスカッションに基づ
いて日本の政治を改善する方法を提案しました。
生徒が客観的・論理的に思考し、結論を導き出そうと
する力を養うための指導をしています。

英語科生徒の活動
授業だけでなく、英語科の生徒は部活動にも一所懸命
に取り組んでいます。生徒は ESS（英語研究会）に所属
し、頻繁にスピーチ大会、ディベート大会や弁論大会に
出場しています。生徒が自分の意見を英語で書き、発表
することで、ライティング力だけでなくスピーキング力
の向上にもつながっています。また、多くの人の前でス
ピーチやディベートで自分の意見を述べることは、生徒
の自信につながっています。
スピーチ大会に参加する生徒をサポートするため、発
音練習や発表時の姿勢などを教えています。生徒の努力
の甲斐があり、ディベートの県大会で準優勝し、2019
年 11月に九州大会に出場しました。12月には、全国大
会に出場するため、以前よりもさらに努力をしています。
優秀な生徒の成長をサポートできることは、私にとって
とてもありがたいことです。

終わりに
私にとって今年が JETプログラムの最後の１年になり
ます。
しかし、まだ学校でやりたいことや教えたいことがあ
ります。特に生徒には授業を通して社会的コミュニケー
ション能力を身に付けてほしいと思います。どこの国で
も高校生が自ら考えて行動する機会が少ないため、生徒
には主体的に活動する機会を与えたいと考えています。
そのため、生徒が協力して英語力を向上させるために、
授業内のペア活動を通して生徒同士でのフィードバック
の時間を取り入れていきたいです。この目標に向かって
最後の１年間を頑張ります。
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Anthony Desmond
福岡県で外国語指導助手とし
て５年間勤務。
JET プログラムを通じて国際
社会の明るい将来のためには
多様性がより必要だと実感。
これからもさまざまな文化を
経験する予定。

プロフィール

夏の英語合宿で

香住丘高校英語科２年生と　県ディベート大会準優勝


